
5．8万人（うち3万人は介護分野ですでに就労）注２

9．4万人増

（内訳：介護福祉士 約39,000人、その他 約55,000人）

常勤４．４万人、非常勤５．０万人

介護福祉士新規登録者
（内訳：国家試験 約39,000人、養成施設 約19,000人）

21．9万人
常勤 １９．９万人、非常勤 ２．０万人

介護保険従事者 注１

91．8万人（H16年）
常勤５３．１万人、非常勤３８．７万人

介護福祉士

25．9万人
常勤 ２３．３万人、非常勤２．６万人

介護保険従事者
101．2万人（H17年）

常勤５７．５万人、非常勤４３．７万人

介護福祉士

ハローワーク等による就職
８．６万人

常勤５．６万人、非常勤３．０万人
（ハローワーク約72,000人、福祉人材ｾﾝﾀｰ

約14,000人）

離職者
１３．８万人 注５

常勤８．７万人、非常勤５．１万人

学卒就職者 ５．３万人 注３

介護分野における従事者の動向等について

注１：介護保険従事者数は「介護サービス施設・事業所調査」（厚生労働省大臣官房統計情報部）より。
注２：5.8万人は、介護福祉士登録者のＨ17年総数とＨ16年総数の差。3万人は、Ｈ17年合格者のうち、既に介護関連分野で就労していた者を受験資格別で足した数。
注３：大卒 11,651人、短大 19,293人、専修 9,171人、高卒 12,757人（文部科学省「学校基本調査」より）

注４：９．３万人は、他のルートからの入職者数や離職者数を差し引いたうえでの推計値。
注５：離職者の数は、Ｈ１７年介護従事者＊離職率２０．３％＝２０．５万人より、離職者の動向で直前は介護に従事していた率３２．５％の6．7万人を差し引いた数。常

勤率は、離職者数のうち常勤労働者の割合６２．８％を使用。

高卒・専修・短大・大卒の介護分野
等へ就職した者

他の入職ルート（民間、クチコミなど）

９．３万人 注４

常勤２．２万人、非常勤７．１万人

資料６


